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ぜひそこはよろしくお願いいたします。 

 次に、長井小学校の文化財利用ということな

んですけども、先ほども市長も答弁いただきま

した。文化財として当初は管理棟というか、そ

れも機能するというか、そこに入れるというこ

とでいろいろご協議いただいたわけですよね、

文教なんかでもね。ですけども、こうなってし

まうとやはり非常に莫大なお金もかかると。で

すから、文化財としてどう利用できるかと。 

 ちょっと川西町の、全然違うんですけれども、

鉄筋コンクリートですけれども、川西町の休校

になった、合併したもんですからね、休校にな

った学校を見てきました。新聞にも出てました

よね、あいぱるとかってね、川西町交流館とい

うことで。非常に親切に全館を案内していただ

きました。この中で、やはり今、市長がおっし

ゃったように、川西町では黒澤梧郎さんとか本

間喜一さんとか、こういう方の紹介とかギャラ

リーなんかもあったりして、やっぱり利用して

おりますね。やはり改修するのに２億円ぐらい

かかったそうです。ですから、やはり文化財と

して残すにもそれなりのお金はかかるかと思い

ます。ですから、先ほどの話にもありましたよ

うに、さまざま保存していくため、文化財とし

て残すため、維持経費などは卒業生も１万

3,000人ということですのでね、多くの市民の

方、県外の方、ふるさと納税などで寄附金とい

うか、そういうものも募っていただいて、ぜひ

長井小学校第一校舎を、文化財として貴重です

から保存していただき、有効に使っていただき

たいと思います。市長の先ほどの答弁を一応確

認したいと思いますので、ぜひあれですね、補

助金とかさまざまそういうところで対応できる

ものを検討していただきたいと思います。その

ことについて確認をしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 地方創生の国の新型交付金というふうに申し

上げましたけども、具体的には推進交付金とい

うことで、ぜひ手を挙げたいと。それは、まず

は長井小学校第一校舎の使い方についての計画

づくりということで手を挙げたいというふうに

思ってますが、それは、前提は免震工事をする

ということ、なおかつ、そんなに長い時間をか

けずにやらなきゃいけないということだと思っ

てます。そんなことで、その際にいろいろご意

見を賜れればありがたいなと、必ずそういう機

会をやっぱりつくるということが前提でござい

ます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ８番、今泉春江議員。 

○８番 今泉春江議員 ぜひ検討していただきた

いと思います。 

 時間はもうありませんので質問はいたしませ

んが、ギャラリー停車場、市民ギャラリーとし

てのヨークの２階などということも非常にいい

アイデアだと思います。多くの市民が、もしも

スーパーが入ったり、市役所が入ったりすれば

訪れるわけですからね、ぜひそのことも前向き

に検討していただいて、お願いしたいと思いま

す。 

 まず、改修の件も何とかということで要望い

たして、質問を終わりたいと思います。ありが

とうございます。 

 

 

 赤間 議員の質問 

 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位９番、議席番号10番、

赤間 広議員。 

 なお、赤間 広議員から、資料の配付につい

て申し出があり、許可いたしましたのでご報告

いたします。 

  （10番赤間 広議員登壇） 

○１０番 赤間 議員 午後から大変眠くなる
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時間に恐縮ではございますが、もうしばらくお

つき合い願いたいと思います。公明党の赤間

広でございます。通告書に従い、質問をさせて

いただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 １番目の質問は、高校生の通学支援について

であります。 

 （１）のフラワー長井線を利用する高校生に

対して、援助できないかであります。 

 先日、高校生の親御さんとお話しする機会が

ありました。切実な悲鳴とも言える問題のご相

談を受けたところであります。２人のお子様を

持つ方であり、２人ともフラワー長井線を利用

しているというか、実際は、通学定期が高くて

今泉駅まで送迎をしているとのことであります。 

 昨今、子育て家庭の家族形態や就労形態・賃

金の伸び悩みなど多様化する中、保育だけでな

く、さまざまな形の子育て支援が求められてお

り、自治体における支援事業も利用者のニーズ

に幅広く対応する必要性が増してきていると思

います。高校生については、確かに義務教育で

はないわけでありますが、少し高校生の支援が

手薄であることを感じます。また、そう感じる

のは私一人ではないと思います。ぜひ前向きな

検討をしていただけるよう提言をいたします。 

 ２番目の質問は、長井市地域防災計画につい

てであります。 

 初めに、女性の視点からの防災対策について

であります。 

 東日本大震災を受け、平成23年12月の定例議

会において、防災について幾つかの提言を申し

上げながら質問をいたしました。以下、重複い

たしますが、避難所点検について、一般的に大

災害が起こりますと、旧来の性別、役割、分業

意識に基づいた采配が振られ、女性や少数派社

会的弱者といわれる人の人権に対する配慮が忘

れがちとなっています。 

 1995年、平成７年１月17日に発生した阪神・

淡路大震災の経験では、子供が周囲に迷惑をか

けることを気遣って避難所を利用しない母親、

性暴力の被害を警察に訴えたら、言わないほう

がいいと言われた。知的障害を持つ児童も周囲

に迷惑をかけることや本人が不安定になるため、

避難所生活は困難であったなど、多くの事例が

報告され、そうした経験を踏まえ、災害と社会

的性差の課題について注目されるようになり、

平成22年12月に閣議決定されました第３次男女

共同参画基本計画の中で、防災における男女共

同参画の推進が掲げられています。 

 地域防災環境下、緊急対策としては、被災し

た女性たちの身体的、精神的負担を少しでも和

らげることが重要であり、避難所では着がえや

授乳などの配慮した女性専用の部屋を準備し、

トイレを男女別にするといった基本はもとより、

運営スタッフや被災者自治組織の中に必ず女性

を入れる、女性の警官や保健師による巡回を行

い、男性リーダーには相談しにくいニーズをす

くい上げ、安心感を与える手だてが求められる

べきであるなどを質問、提言いたしました。 

 市長よりは、早速検討、精査いただき、長井

市防災会議に６名の女性を登用していただきま

した。また、細部にわたる防災計画マニュアル

を制定していただきました。感謝を申し上げる

次第でございます。 

 熊本地方を震源とする４月14日21時26分に発

生した地震においても、たくさんの課題、問題

が見えてきました。なかなかマニュアルどおり

に事が運ばない、当然であります。場所、時間、

状況が全て違うわけであります。できなかった

理由を聞けば、しかりです。 

 しかし、重要なのは、問題解決には、何より

も強いリーダーシップ、女性のリーダーが求め

られるのではないかと思います。昨年９月定例

会においても申し上げました、女性活躍推進法

による３割の女性の管理職の登用であります。

なかなか一般人が避難所で物申しても、話が通

らない。ある程度の地位、職責が求められるも
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のと思います。ぜひ今後の防災会議でも議論し

ていただければと提言いたします。 

 内閣府の熊本地震防災情報からも、さまざま

な問題が見えてまいります。根拠不明のデマが

飛び交った、市職員に暴行を加えた公務執行妨

害事件、消防団の寝食を忘れての活躍、エコノ

ミークラス症候群の発症等、さまざまな問題が

見えてまいりました。 

 長井市でいえば、市庁舎の問題。さらには、

昨日質問にもありました西根地区公民館、市民

西根体育館の問題、または個人住宅においては

耐震化などの公的補助金、ソフト面が整ってい

るわけでありますが、長井市の現状はどのよう

になっているか。事、命の問題と捉え、行政と

しても強く改善を求め、働きかけを指導をして

いくべきと考えます。 

 ３番目の長井市における水道事業について、

老朽管対策及び耐震化対策についての現状と今

後の計画についてお尋ねいたします。旧民主党

政権時代、仕分けと称して全国の水道における

老朽管対策事業が削られました。当然、老朽管

更新対策事業が４年間ストップしました。 

 公明党では、水道は命のインフラであるとし、

現在の政権に粘り強く交渉を続けてまいり、予

算の確保をいたしました。しかしながら、４年

間のストップは大きいと感じます。長井市では

どのような状況なのかお尋ねいたします。 

 また、巨大地震の可能性がある長井盆地西縁

断層帯も心配です。そして、ご存じのとおり、

日本列島は４つのプレートが合わさっており、

地震が多発する地震大国です。30年以内に山形

盆地断層帯の地震発生確率は８％です。この数

字は、阪神・淡路大震災の原因となった野島断

層の30年以内の発生確率0.02％から８％で同じ

であり、このことから考えると、決して対岸の

火事では済まされない状況になってきておりま

す。長井市における水道管耐震化対策はどのよ

うになっているかお尋ねいたします。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 赤間議員から３点ほど質問いた

だきました。 

 特に私からの答弁あるいは担当課長からの答

弁についてのご指摘がございませんでしたが、

ダブってしまうこともご容赦いただければとい

うふうに思います。 

 まず最初に、高校生の通学支援についてのご

提言でございます。フラワー長井線を利用する

高校生に対して補助をすべきではないかという

ことでございますが、これは以前も申し上げた

ことがあったんですが、フラワー長井線そのも

のの赤字について、昨年度まで県と沿線の２市

２町で6,000万円の赤字補填を行っておりまし

た。長井市の場合は、ことしの金額ベースで

2,000万円ちょっと、ことしから8,400万円とい

うことで、今度は赤字の補填ではなく鉄道施設

の整備について支援するということで、県から

もご協力をご理解いただいて、沿線の２市２町

と合わせて8,400万円の支援をしております。 

 したがいまして、フラワー長井線を利用され

ている高校生に対し、定期等の運賃の補助をす

るということは二重に支援することになるとい

うのが、やはり平等性を欠くのではないかとい

うところが一番の懸念される部分でございます

し、また、高校生の支援ということであれば、

以前、渡部議員からもいろいろ提言いただきま

したけれども、市内の高校生全てにやっぱりし

っかりと支援すべきだということになりますの

で、その場合、フラワー長井線だけではなく、

自宅で自転車通学の子供たちにはじゃあ支援し

なくていいのかということの議論にもなってし

まいますので、基本的には何とか、ご不便とい

いますか、経済的には負担をおかけしますけれ

ども、ご理解をいただきたいというふうに思っ

ているところでございます。 
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 昨年１年間をかけまして、フラワー長井線を

中心とした地域公共交通網の策定計画というこ

とで、策定委員会を３回ほど行いました。これ

は、沿線２市２町からさまざまな立場の皆様か

ら委員として出席いただいて意見をいただいた

のですが、長井市議会からも議長に委員として

参加いただいております。 

 全体の中で出てきたのが、やっぱりフラワー

長井線の料金が高過ぎると、何でもっと安くで

きないのかということでございます。これにつ

いては、フラワー長井線の利用者は、ことしで

運行して29年目になるわけですけども、最初の

利用者数が140万人を超えておりました、昭和

63年ですね。現在は60万人でありますので、し

たがって、売り上げ自体はもう半分以下になっ

てると、基本的に。料金も、実は26年度も料金

を上げなけりゃならないという、県の指導でつ

くられている改善計画っていうのがあったんで

すが、それも私の判断で、これは上げるべきじ

ゃないだろうということで、沿線の自治体のも

う一度、再度意見を聴取して、ここは上げるべ

きじゃないということで見送りましたけども、

過去２回そういった見送りをしております。し

かし、これだけ高いということです。 

 私が以前、市会議員をさせていただいたとき

に、もう今は廃止になりましたけども、北海道

のちほく鉄道というところに視察に行ってまい

りました。そこはＪＲと同じ料金だったんです。

岩見沢から足寄などを通る路線なんですけども、

非常にいい鉄道だなと思ったんですが、私ども

が産業・建設常任委員会で、あのときは産経委

員会ですね、産業経済委員会で、当時の議員の

方はもう誰もおられないんですが、行ったとき

に、我々の率直な疑問は、これでやっていける

のかと。やはり財政支援が年間１億円以上でし

た。案の定、２年後に廃止になりました。 

 したがって、フラワー長井線を料金を下げる

っていうことは、議員もこの辺はご指摘されて

ないんですが、やっぱりかなり難しいと。これ

以上経費を削減できませんので、したがって、

あと利便性を図るとしたら、議員おっしゃるよ

うに、使う高校生に対して支援するということ

も重要なことだと思いますが、今の段階では、

何とか今度、上下分離方式ということで、鉄道

の運営そのものを山形鉄道の責任を持ってやる

という形態を28年度の後半から、下期からやれ

るというふうに思ってます。 

 その中で、今まで赤字の部分で大きかった鉄

道の施設の整備にかけるお金が補助金で賄える

ということでございますので、運営について努

力を重ねて、外からも、あるいは沿線の住民か

らももっともっと利用いただくような鉄道にす

れば、高校生の定期の割引率をもう少し上げる

ということは、少しずつでございますけども、

できるんじゃないかと、むしろ、しなければな

らないんじゃないかというふうに思って、私も、

議会からもいろいろご指摘はございましたけれ

ども、２年間社長をさせていただいて、構造改

善を図っていきたいというふうに思って、あと

残り１年で頑張って、少しでも高校生の定期利

用などの割引ができるような努力を重ねていき

たいというふうに考えているところです。 

 ２点目の長井市地域防災計画についてでござ

います。議員からは、女性の視点からの防災対

策についてということで、いろいろなご指摘や

ご提言をいただきました。平成23年のいわゆる

３月11日の東日本大震災を受けまして、私ども、

平成13年度以降、見直しが行われていなかった

市の防災計画を、その前から準備したというこ

ともあって、平成24年度に全面的に見直しを行

ったところでございます。 

 以前の平成13年につくった防災計画っていう

のは、本当に全く使い物にならない計画だった

というか、やはり長井は安全だということで、

それは当時の市長を初め、市議会、市民の皆様

もそういったところでまだ間に合っていたんで
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しょうけども、やっぱりこれではいけないとい

うことで、平成23年の12月定例会で赤間議員か

らご質問いただいた際にもお答えしましたけど

も、防災行政の現場においては、女性の意見を

取り入れていくことは大変重要なことであり、

男女共同参画の視点からも必要なことであると

いうことを認識しています。 

 また、平成25年５月に内閣府の「男女共同参

画局から示されました男女共同参画の視点から

の防災・復興の取組指針」にもありますように、

援助、救援、医療、復旧、復興の主体的な担い

手として、災害対応における女性の果たす役割

は非常に大きいと考えております。そのような

観点から、平成27年度に策定した長井市災害対

策職員初動マニュアルにおきましては、避難所

担当職員として女性職員を可能な限り配置しま

して、災害時における避難所での生活に関し、

女性用品の提供、女性や子育てに配慮した避難

所の開設及び運営管理、女性に対する暴力を防

ぐための措置等、男女のニーズの違いに配慮す

ることとしております。 

 議員からは、管理職として女性の管理職も置

かなきゃいけないんじゃないかということでご

ざいましたけども、長井市の職員の女性の構成

比率が、残念ながら、50代が極端に低いと。全

部で91名の50代の職員がいるんですが、うち女

性の職員というのは13名でございまして、大半

が保健師さんと保育士さんでございます。した

がって、何というんでしょうか、一般事務の女

性のいわゆる管理職に達する年齢の方っていう

のが少ないということで、私は、必ずしも管理

職じゃなくても、係長とか主査とか補佐はおり

ますので、そういう職員でもきちっとリーダー

シップを発揮できるというふうに思ってますの

で、ご理解いただきたいと思います。 

 平成26年度には、避難所への備蓄として、女

性用の日用品がまとめられた災害用セットを配

備しております。さらに、市内には女性消防団

が組織されておりまして、第２分団、これは致

芳地区ですが、６名で組織する女性消防団がご

ざいます。火災現場への出動はもとより火災報

知機の普及・啓発活動を行っております。市役

所にも団本部付女性消防団員が５名おりまして、

消防団関係式典の進行や火災報知機の普及・啓

発活動、地域での防災研修会での講習などの活

動を行っております。 

 次に、長井市防災会議に何人の女性が登用さ

れているかということでございますが、これは

議員からもありましたように、現在、長井市防

災会議委員25名中６名が女性でございます。平

成24年度に防災会議委員の見直しを図りまして、

女性の視点からご意見をいただくため、これは

赤間議員からもご指摘いただきまして、８号議

員として、自主防災組織、学識経験者、公共的

団体として、長井市女性団体連絡協議会、長井

市中央地区女性の会、長井市赤十字奉仕団、長

井市社会福祉協議会から４名、２号委員、県職

員１名及び７号委員、指定公共機関等１名の計

６名の女性委員を委嘱しております。 

 （３）として、東日本大震災と熊本地震から

教訓とすべき点についてでございますが、危機

の本質であるところの、一瞬にして圧倒的に状

況が変化するということをまざまざと思い知ら

された東日本大震災と熊本の地震でございまし

た。この２つの震災からは、数多くの教訓が得

られたというふうに思ってます。 

 １点目は、初動対応の重要性でございます。

地震発生後、救出、救援、救助は72時間以内が

生死を分けるというふうに言われておりまして、

的確な意思決定及び初動対応を行うことは、必

要な情報の収集、整理、分析をいかに迅速に効

率よく行うかにかかってくると。そのため、市

では職員初動マニュアルを作成し、毎年職員に

周知をしております。特に昨年度からは、避難

所担当職員及び現場対応職員を配置しまして、

初動対応の充実を図ることとしております。 
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 ２点目は、自主防災組織の重要性でございま

す。2014年、平成26年の11月22日に発生した長

野県神城断層地震の際、白馬村において、近隣

の住民たちが下敷きになった家屋の中から被災

者を助け出すことなどにより、一人の犠牲者も

出さなかったことは、白馬の奇跡と呼ばれるま

で評価されております。また、東日本大震災と

今回の熊本地震の際にも、その発生時、公助を

待たずに、いわゆる向こう三軒両隣という言葉

がございますように、自助、扶助、すなわち自

主防災組織の迅速な対応により、多くの人命が

守られております。 

 長井市におきましても、現在100の自主防災

組織があり、組織率は95.5％になっております。

長井市の災害対応力強化を図る上で欠かすこと

のできない重要な組織でございます。今年度組

織率を100％にすべく、対応していくところで

す。 

 ３点目でございますが、事前の備えがいかに

大事であるかということでございます。事例の

一つとして、東日本大震災では、釜石市の子供

たちがみずからの判断で津波から見事に逃げ切

った、いわゆるこれも釜石の奇跡というふうな

ことで言われておりますが、このことは偶然の

出来事ではなく、釜石市が群馬大学教授の指導

を受けつつ、継続的に取り組んできた防災教育

の成果だったということが判明しております。

日ごろの防災教育の積み重ねが子供たちの命を

救った奇跡の事例でございます。 

 そのほか、全国のこれまでの水害事例や火山

災害事例などから危機管理の要諦として言われ

ておりますことは、訓練の重要性でございます。

訓練でできないことは本番ではできないという

ことでございますので、日ごろから実際の災害

を想定した訓練シナリオを事前に示さないブラ

インド形式の実動訓練や図上でのシミュレーシ

ョン訓練などを実施することによりまして、防

災担当職員のみならず、市職員全体が防災意識

を高め、災害対処能力を強化していくことが肝

要と考えております。 

 この項の最後でございますが、女性活躍推進

法による３割の女性の管理職登用についてでご

ざいます。これは、赤間議員の昨年の９月の一

般質問での答弁でお答え申し上げましたけれど

も、繰り返しになりますが、職員の年齢構成が

先ほど申し上げましたように女性が非常に少な

いと、特に50代が少ないと。40代も職員76名の

うち、女性が37名、48.7％がこの年代に集中し

ています。女性管理職割合の数値目標を示すま

で至っておりませんが、今後10年後ぐらいにな

りますと、徐々にふやし、３割に近づけていけ

るんではないかなと思っております。それら女

性管理職が、女性ならではの視点からリーダー

シップを発揮して、議員ご提言のとおり、災害

時においても女性や少数派社会的弱者と言われ

る人たちの配慮を怠らないように対応すること

ができるよう努めていくことが必要と考えてお

ります。 

 あと市庁舎の耐震化でございますが、これは、

本庁舎は昭和33年に建設されまして、昨日申し

上げましたが59年目ということで、平成24年に

耐震診断を行って、Ｉｓ値が0.11と非常に危険

性が高い建物でございました。そのために平成

26年に耐震補強工事をいたしまして、現在はＩ

ｓ値0.6を確保したんですが、まだまだ危険レ

ベルは低いというものの、危ない建物だという

ふうに思っています。 

 第２庁舎については、もう言うまでもなく、

これ以下でございますので、長井市としては、

できるだけ早く新しい庁舎をどうするかという

ことを素案をまとめながら、議会あるいは市民

に素案を示してご提言をいただきながら、でき

るだけ早く基本的な構想をまとめてまいりたい

と思っております。 

 各個人住宅の耐震化などの公的補助金、ソフ

ト面の整備状況ということでございますが、こ
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れは、長井市木造住宅耐震診断士派遣事業を実

施しまして、住宅の耐震性を知りたい方へ市が

登録された耐震診断士を派遣して、現況診断及

び希望する方には補強計画の作成を行い、その

費用の大半を補助しております。また、その耐

震診断の結果、総合評点が0.7未満であるもの

に耐震改修工事を行う方について、長井市木造

住宅耐震改修補助事業で費用の一部を助成して

おります。 

 続きまして、最後でございますが、長井市に

おける水道事業ということで、私のほうからは

老朽管対策及び耐震化対策について、現状と今

後の計画についてをお答えさせていただきます。 

 長井市の水道事業につきましては、昭和36年

２月に供用を開始し、ことしで55年目を迎えて

おります。この間、未普及地の解消に努めると

ともに、今泉簡易水道を初め、平野、白兎、草

岡、伊佐沢の簡易水道を上水道に統合し、現在

は、大石地区を除く全地域に安全でおいしい水

を安定的に供給しており、配水管の総延長は、

何と271キロメートルと、直線距離で東京都心

まで達する長さになっております。 

 議員おっしゃるように、市西部には長井盆地

西縁断層帯が走っておりまして、平成18年度の

山形県の調査結果によりますと、確率的には非

常に低いのですが、30年以内に0.02％以下の確

率で震度６強以上の地震が発生し、置賜の一部

市町村では断水世帯が90％を超える可能性があ

ると指摘されております。 

 水道は、日常生活に欠かすことのできない重

要なライフラインの一つでございまして、災害

時においては、その影響を最小限に抑え、安定

的な供給を確保することが最も大切であると考

えております。 

 今後の水道管の長寿命化、耐震化の取り組み

につきましては、平成25年度に厚生労働省から

示されました新水道ビジョンの方針に従いまし

て、今年度中に策定するところでございます。

計画期間を10年間とする長井市水道基本計画及

び中長期的な経営視点に立ったアセットマネジ

メントにおいて、施設更新需要と財政収支見通

しを踏まえた老朽管を初めとする水道施設等の

更新及び耐震化を進めるとともに、人口減少に

伴うダウンサイジングや安定経営などに配慮し

た将来的な施設の統廃合についても検討して、

効率的で安全、強靱、そして将来にわたって持

続できる施設整備を努めてまいります。 

 特にご質問ございました配水管耐震化につき

ましては、国の交付金を活用して、災害時に大

きな影響を及ぼす基幹管路等を中心に、重要度、

緊急性の高い箇所から積極的に耐震化を進めて

まいります。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 松木 満地域づくり推進課長。 

○松木 満地域づくり推進課長 それでは、私の

ほうからは、１番目の高校生の通学支援につい

てということで、フラワー長井線を利用する高

校生に対して援助できないかというご質問でご

ざいます。 

 大枠のところでは市長の説明のとおりでござ

いますが、なかなか資金的な援助は難しいとい

うことでご理解をいただきたいと思います。 

 その中で、フラワー長井線につきましては、

フラワー長井線利用拡大協議会や山形鉄道の公

共交通活性化協議会等で支援をしていくという

ふうな中身でさまざまな活動をしています。そ

の中で地域公共交通網形成計画ということで、

昨年作成しました計画の中で、今年度、高校生

に向けてのさまざまなアンケートをとりながら、

どのような支援をしていったらいいかという部

分も含めて検討していくというようなことにし

ておりますので、ぜひそのようなことを行って

いるということでご理解をいただきたいという

ふうに思います。それに基づいて、２市２町と

県で対応を考えていくというふうなことでござ

いますので、よろしくご理解をいただきたいと

思います。以上でございます。 
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○渋谷佐輔議長 髙石潤一総務課長。 

○髙石潤一総務課長 お答えいたします。 

 私への質問は市長にお答えいただいたとおり

でございますので、なお再質問があれば承りた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

○渋谷佐輔議長 種村正一上下水道課長。 

○種村正一上下水道課長 ご質問いただきました

老朽管対策、耐震化対策の取り組みでございま

すが、計画等につきましては市長のほうから説

明していただきましたので、私のほうからは、

現在までの取り組み等について説明をさせてい

ただきます。 

 事業当初から昭和40年代半ばまで、石綿管っ

ていう管を布設しておりました。経年劣化によ

り耐圧性や機械的な強度が低下したことから漏

水事故が多発しましたので、平成13年から平成

22年度までの10年間をかけて石綿セメント管更

新事業を活用し、30キロに及ぶ布設管を撤去し、

耐震管のダクタイル鋳鉄管あるいは耐震性にす

ぐれた硬質の塩化ビニル管を布設させていただ

きました。 

 また、平成24年から27年までの３年間につき

ましては、給水人口の半数以上に供給しており

ます平山境町線の最も主要な基幹幹線、管路に

つきまして、耐震化の工事を行っております。

300ミリの基幹管路につきまして、約1.3キロの

鋳鉄管をダクタイル鋳鉄管に更新いたしました。 

 また、さらに通常の道路改良工事あるいは下

水道の排水管の布設工事の際に、水道管の布設

替え、あるいは移設なども順次行っておりまし

て、管路の更新、耐震化に常々努めております。

直近の３カ年の実績でございますが、平成25年

度に818メートル、26年度に1,424メートル、27

年度に1,063メートルの耐震化を進めておりま

す。 

 ただ、先ほども市長からもございましたが、

全長で271キロというようなことで、非常に長

い管がございますので、特に基幹管路と言われ

ております200ミリを超えるような基幹管路に

つきまして、地震の際に破損事故が生じないよ

う、特に耐震管の布設に努めてまいりたいとい

うふうに考えております。 

 今後も市民のライフラインを守り、震災等の

災害に備えるために、先ほど市長のほうからも

説明ございましたが、アセットマネジメントに

基づき、引き続き水道施設の長寿命化、耐震化

に努めてまいりたいと考えております。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 議員 それぞれ詳しくご回答

いただきましてありがとうございました。 

 初めにですが、高校生の通学支援ということ

で、やっぱり問題の共有っていうんですか、ぜ

ひ市民の皆様にもわかっていただかなければな

らないし、皆様にもわかっていただかなければ

ならないというふうに思っております。 

 これ皆様に議長の許可を得ましてお配りさせ

ていただいたやつなんですけれども、やはり、

どうしても比べるところといえば、ＪＲ東日本

のその運賃体系っていいますか、料金体系にな

るわけでございます。これを漠然と見てもあれ

なんですけれども、定期券運賃ということで、

１カ月定期券の１から20キロぐらい、大体この

辺ぐらいがちょうど平均的な指標でないかなと

いうふうに私は思っているんですけれども、山

形鉄道が１万6,660円、これ１キロから20キロ

までのということで、ＪＲ東日本は7,270円、

差額が9,390円。その割合が何と229.2％の高い

ということですね、ＪＲと比べればということ

なんですけれども。 

 私の認識としては、大体昔から1.7倍ぐらい

だっていうふうに言われていたんですけども、

ここをずっと見てみると、1.7倍どころの話じ

ゃなくて、普通乗車券でさえもこのような感じ

で、１から10キロで185.7％、書いてあるとお

りでございます。次が193.8％、高い。あと、

これは安いんですね、安くもねえか、ＪＲ東日
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本と比べると大変高いんですけれども、まあま

あだということなんですけれども。 

 ぜひですね、先ほど市長が言われた公平性が

損なわれるっていうようなことではございます

けれども、実際全額負担っていうわけではござ

いませんので、せめて、私が申し上げたいのは

ＪＲ東日本ぐらいの料金に、しろっては言えな

いわけですよね、フラワー長井線も赤字会社で

ありますので、それをやっぱり行政で何とか負

担できないかなっていうのが私の思いなんです。 

 実際、ほかにもお聞きしたらば、今泉駅まで

送ってるっていうんですよね、大体ほとんどの

人が。あとそれからもう一人の方が言っている

のは、できるだけフラワー長井線を使わずに、

米坂線を使って米沢に行こうということで、ま

ずは今泉駅まで送るっていうことと、あとＪＲ

が通っている萩生駅まで送っていくとか、そう

いうことをやっていらっしゃるということなん

だそうです。そうしますと、長井市のその高校

が２つあるわけですよね、長井高校と長井工業

高校ということで、そういった、どうしてもそ

の長井の高校には行きたいんだけれども、汽車

賃が高くて行けないっていう人もいるというこ

となんですね。 

 長井工業高校の、これちょっと在籍者数って

いうのを私ちょっとお聞きして調べたんですけ

れども、ちょっと皆様に認識していただく意味

でも申し上げますので。１年生が、１学年120

名の定員なんですね、それに対して１年生が

100名、２年生が85名、３年生が91名、全部で

360名定員のところが276名というようなことで

ございます。この方全部がそのフラワー長井線

を利用して通っていることっつうことじゃない

と思うんですけれども、結局定員割れしてるっ

ていうことなんですね。やっぱり今の経済状態

を考えると、どうしてもなるだけ地元で汽車賃

もかかんねえで親孝行な高校生になってもらい

たいということで、こっちさは来ないというん

ですか、そういうようなことがうかがえるって

いう、そのお母さんのお話なんでした。 

 ぜひですね、ここ２つあると思うんですよね、

これ、長井市に住まれている方で、フラワー長

井線を利用している方に補助をしましょうとい

うようなこと、または、フラワー長井線を利用

している方に全て補助をするっていうことは、

米沢からもどんどん、赤湯からもどんどんこっ

ちへ来てくださいというような意味と２通りあ

ると思うんですけれども、さしずめ私は長井市

民でございますので、ぜひ長井市に居住して長

井線を利用している方には、こういう運賃、ぜ

ひ補助をしていただきたいなっていうふうに強

く念願するところでございます。いろいろと事

情はあるということでございますので、ぜひこ

の辺、検討していただければなというふうに思

っているところでございます。 

 じゃあ、定期券の補助をしている自治体はほ

かにないのかというふうに私はちょっと調べさ

せていただいたんです。そしたらですね、新潟

県の妙高市、あとそれから長崎県公立高等学校

生徒遠距離通学費補助金っていうのを出してい

らっしゃると。あとは岩手県の八幡平市通学定

期券購入費補助金というようなことを出してい

らっしゃるようでございます。だから、何てい

うんですか、もちろん全部っていうんじゃなく

て、この差額だけの話なんですけれども、そう

いったことの何つうか、検討していただきたい

ということで。 

 それから、白鷹町でも何か私ちょっとお聞き

したところによりますと、平成20年から新入生

応援券っていうようなものを出していらっしゃ

るということで、これは単年度限り、１年生に

なったときだけ７万円がその荒砥高校に入学さ

れたときいただけるというようなことだそうで

す。これの使い道が、やはり学用品、制服代、

そしてその定期代も使えるというようなことで

ございます。 
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 この荒砥高校もご存じのとおり、定員割れし

てまして、恐らく学校がなくなるぐらいの危機

感を持っていらっしゃるんじゃないかなという

ふうに思っているんです。定員が80名に対して

58名、現在は在籍されているそうです。やはり

それでも22名ばかり少ないということでござい

まして、やはり、その学校がなくなるっていう

ことは地域の経済的な活性化も損なわれるとい

うことで、もう大変なことだと思うんですけれ

ども、ぜひですね、そういったことを踏まえて、

市長には検討していただければなというふうに

思いますけれども、ご見解さらにお願い申し上

げます。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 定期券の補助については、それ

以外にもまちではたくさんあります。それは、

過疎債で活用してやっているというところで、

今、赤間議員は市のほうで上げていただいたよ

うなんですが、その市のほうで、例えば妙高市

が第三セクターを持っているのかどうかはよく

わからないんですが、結局二重で支援はしてな

いはずなんですよね。しているとしたら、過疎

債などを活用してやっていると。例えば、若桜

鉄道というところで、２町で運営しているんで

すけども、そこなどでは運賃の補助をしている

ようでございます。 

 それで、赤間議員おっしゃるのはよくわかる

んですが、ただ、定員割れしてるのは、フラワ

ー長井線が高いからだっていうのではない、こ

れは断言できます。それはなぜかといったら、

じゃあ南陽高校はなぜ定員割れしないんですか。

ですから、それはそのときそのときですし、一

概にそういうふうには断定できないと思います。

それもあるのかもしれませんけれども、長井工

業高校などは非常に地域の子供たちが来て、た

だ、かつては東南置賜からも大分来られていた

んですが、今は来られていないっていうのはよ

くわかります。しかし、フラワー長井線沿いに

ある高校は４つの高校があるわけですけども、

いずれも、荒砥高校もそんな遠くありませんし、

すぐそばなんですよね。これだけ便利な高校は

ないと思います。 

 まずはですね、今、長井市としてとるべき一

番の重要な施策は、フラワー長井線を廃止させ

ないっていうことじゃないでしょうか。これは

私の個人的な意見ですけども、明らかに10年前

は、私、市長に就任したときは、県は、いずれ

廃止するというふうに思っておりました。それ

は言葉の節々とか知事の話とか、あるいは置賜

総合支所の担当の部長とか課長の話、聞いてい

ますと、ああ、いずれ廃止するんだから、車両

の更新なんて必要ない、もうこれ以上、赤字補

填はしない。ですから、もうかつて６億円あっ

た基金が4,000万円台に減ったわけですよ。本

当にこれからも存続させるんだったら、基金を

もう一回どうするかとかいう議論があってしか

るべき。ところが、最初6,000万円のスキーム

組むときに、後はないよと知事から言われまし

たから、あ、これはもう廃止するんだなと。 

 廃止されたら、もう運賃どうのこうのの問題

じゃないですから、まずは存続させるための努

力をして、その後、今回はっきり上下分離方式

に運営が変わってきたわけですから、鉄道施設

について行政で支援して、運営はもう山鉄で頑

張ってもらうと。その中で利用者をふやすため

に、例えば、定期券だけもう少し割引率高くす

るとか、そういったところを山鉄側でも提案し

て、それを沿線の２市２町に協力してくれとい

うことで山鉄側から仰ぐとか、そういうふうに

やっていくべきだと思いますね。長井市だけが

ＪＲの定期にあわせてその部分を差額を補助す

るっていうのは、一見よさそうですけども、こ

れ続かないと思いますよ。あんまりそれすべき

じゃないと思います。 

 ＪＲっていうのは、全部赤字ですからね。た

だ、何でＪＲの定期券、この辺も安くできるか
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っていうと、首都圏で利益を上げて、新幹線で

利益を上げて、それで、要はスケールメリット

でＪＲの沿線のところが恩恵を受けているとい

うのが実態です。ですから、ＪＲこれだけ安い

んだもの、フラワー長井線も安くしろっていう

のは、議員もそれはおっしゃっていないですが、

かなり難しい論理だと思います。やっぱり我々

の第三セクターは、まずは存続させると。あと

割引するんだったら、沿線の２市２町で一緒に

なってやるべきかなというふうに思いますので、

赤間議員おっしゃることはごもっともなんです

が、ちょっとそこまでは今の段階ではすべきじ

ゃないんじゃないかなというふうに思っている

ところです。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 議員 市長おっしゃってるの

は重々承知しております。 

 ただ、市長が言われているのは、そのフラワ

ー長井線を廃止すべきでないっていうのは、そ

れはもちろんフラワー長井線は廃止すべきでは

ないわけです。ただ、高校生が勉強に使って通

学しているっていう、その意義を考えていただ

きたいなっていうことなんですよ。 

 先ほど金子議員の質問、午前中でも子育て支

援を大変しっかりしていきたいというようにお

っしゃっておられたんで、ああ、これはすばら

しいなと。そうしたら、このフラワー長井線の

補助も絶対していけるんでないかなというふう

に思って……。 

○渋谷佐輔議長 赤間議員、赤間議員に申し上げ

ます。同じ質問内容のようですので、質問の方

向を変えてお願いします。 

○１０番 赤間 議員 はい。同じ質問のよう

ですか。 

 市長はフラワー長井線を存続していくってい

うこと、それはもちろんそのとおりです。それ

はフラワー長井線、山形鉄道がやっていくこと

であって、この補助金を出すっていうのは市の

ほうでやるっていうことなわけです。 

 じゃあ、ぜひですね、もっと考えていただき

たいのは、乗る人がふえれば、やっぱりそれだ

け経済効果が、フラワー長井線の会社自体も収

益率は上がるわけですよね。空の電車は何ぼ走

らせて、これは公共交通の使命っていうんです

か、一人も乗んなくたって動かさなきゃなんな

いっていうのはあるわけですけども、そこには

やっぱりもっと乗れるような方法を考えていく

っていうのが、私たちその議会でもあれ、市の

担当者っていうか、そういった人の力も必要だ

ということだと思うんです。 

 先ほど申し上げたとおり、車で送っていく人

をいかに長井線を利用して、今泉まで、それか

ら遠くても宮内駅ですか、までは乗っていくわ

けですから、そうすれば、今、車で送っている

人たちの利用がふえるんじゃないかというふう

には思いますけれども、その辺の考えはどのよ

うに思っていらっしゃいますか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 赤間議員は、フラワー長井線の

運賃は下げろとか定期代を下げろとはおっしゃ

っていないので、それはありがたいなと思って

います。ただ、保護者の負担が大きいので、そ

の部分を補助すべきだっていうふうにおっしゃ

っているんですが、私が申し上げているのは、

二重になってますよということなんですよ。 

 というのは、今、大体2,000万円ぐらい山形

鉄道に年間運営費補助をやっているわけですよ

ね。ということは、実質的に長井市内の高校生

が利用されているのは300人から400人ぐらいか

なと思って、そこまでいらっしゃらないか、ど

うかですが、１人当たりに直すと大体６万円と

かぐらい、実は、フラワー長井線を存続すると

いうことで、その人たちのため、子供たちのた

めに確保しているわけですね。通勤とかの方も

そうなんでしょうけども、あとたまに乗ってい

ただく方の鉄道でもあるんですけども、主は高
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校生のために、これはなくてはならない鉄道だ

ということで、一貫してその2,000万円を。 

 やっぱり沿線でかなり温度差があって、これ

どうしても残さなきゃいけないっていうのは、

長井と白鷹町は考えているわけですね。川西町

は駅１つしかない、でも協力してくれる。南陽

市は、うちは本線があるし、新幹線もとまると。

でも、南陽高校があるから、やっぱり協力しな

きゃいけないっていうことで、今、足並みそろ

えているんですけども、そうした場合に、今度

フラワー長井線を利用する子供に支援するとし

たら、基本的には、沿線で合わせて支援するよ

うな格好のほうがいいのかなと。長井市の子供

だけ安いと、例えば、白鷹町で荒砥高校の子供

に初年度だけ、荒砥高校を残さなきゃいけない

っていうことで６万円か７万円、商品券を贈っ

ていますよね。それは許せるんですよ、そこに、

荒砥高校に入る子供だけだったら。ところが、

フラワー長井線を利用する方に月１万円ずつ補

助してるなんて言われると、こっちも大変です

よね、うちもしなきゃいけなくなる。 

（「しなかったらいいのに」の声あり） 

○内谷重治市長 いや、例えばの話ですよ。です

から、やるとしたら一緒にやるべきだと。もう

既に、補助金はもう出しているわけですよ、山

形鉄道を存続させるために。したがって、ここ

を補助するっていうのは、いや、それはやった

ほうがいいですよ、お金も潤沢にあって。でも、

それはなかなか難しいんじゃないかと、もう少

し慎重にすべきじゃないかなというふうに思っ

ています。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 議員 市長の言われることは

わかります。大変難しい問題だというのも大変

わかるわけですけれども。 

 そしたらばですね、例えば、例えばなんて言

ったら大変失礼なんですけれども、長井工業高

校はこれだけ人が少なくなって、定員割れもど

んどんしているから、そういう学校を存続する

ために補助金を出すっていうことは可能なんで

すか。例えば入学支援金とか、名目はどうでも

結構だと思うんですけれども。そうすれば、や

っぱりまだまだ私はほかから工業高校、長井市

にある高校に来ると思うんですけども、その辺

の見解はどのようにお考えになっていますか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 やっぱり高校は、あそこは県立

高校ですから、基本的に、市のほうで補助金出

すっていうのは余り適正な形じゃないんじゃな

いかと。出すとしたら、高校に進学する長井市

内の子供たちに一律にお祝い金を出すとか、あ

るいは一律に年間幾ら支援するというふうにす

べきだと思います。長井工業高校に入る子供だ

けっていうのは、これは不平等だろうと。 

 同じように、鉄道を利用しない子供たちもい

ますので、そうすると、フラワー長井線の存続

で2,000万円補助金出しているんだと。だとし

たら、じゃあ利用しない子供には何かすべきじ

ゃないかって、当然出てくるじゃないですか。

そうしますと、これは慎重にすべきじゃないか

なということなんですよね、と思っていますん

で。 

 望ましい形は、高校生に対して定期券の割引

率を、じゃあ沿線の２市２町であわせてお金を

出し合って、もう少し割引率を高めようという

ふうにするのがいいんじゃないかなというふう

に思います。 

○渋谷佐輔議長 赤間議員に申し上げます。先ほ

どの高校存続とフラワー長井線の利用、どうで

しょうかね。一つだけ含みの上、ご質問をお願

いします。 

○１０番 赤間 議員 わかりました。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 議員 確かに全員に出す、で

平等、不平等っていうのはあるっていうことな

んですけれども、そうしましたら、理屈言うみ
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たいな感じで大変恐縮なんですけれども、中学

校３年生まで医療費の補助なんかをしているわ

けですよね。それは例えばでございますから、

それは使った人だけにしか補助は行かないわけ

ですよね。フラワー長井線を使っている人に補

助をするっていうことですから、それは全然同

じような考え方でいいんじゃないかと思います。 

 時間もなくなってきましたので、いろいろと

まだまだ話したいことがあったんですけども、

ここでカットしてしまって、私も大変恐縮なん

ですけども。またですね、今度の次、この件に

ついていろいろとお話しさせていただきたいと

思います。 

 時間もないので終わりにいたします。すみま

せん、ぜひ考えておごやえし。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位10番、議席番号９番、

梅津善之議員。 

  （９番梅津善之議員登壇） 

○９番 梅津善之議員 ６月定例会一般質問、一

番最後になりました。お疲れのところだと思い

ますが、最後までよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 一昨日の山形新聞に、国の天然記念物の久保

の桜の若返りに手応えという記事が載っており

ました。不定根が出て、少しずつ樹勢の回復が

しているという新聞報道でございました。 

 私も春作業で非常に疲れておりますので、一

生懸命踏ん張って質問していきたいと思います

し、さらに、その上にシンガーソングライター

のＡＫＥＭＩさんが20周年という記事もあわせ

て載っておりました。同世代の活躍する人とし

て、私も負けていられないぞという気持ちを持

って質問させていただきたいと思います。 

 まず初めに、日本版ＣＣＲＣ構想についてと

いうことでです。ＣＣＲＣということをちょっ

と調べてみましたら、コンティニュイング、継

続する、ケア、気にかかる、心配事、心配の種

と、リタイアメント、退職とか定年退職という

意味だそうですし、最後のコミュニティー、地

域共同体ということで、何とか継続する不安の

種の定年退職の地域共同体だということで、ま

すます意味がわからないわけですが、日本版Ｃ

ＣＲＣ構想の有識者会議ということであったの

を、中身を申し上げたいと思いますが、東京圏

を初めとする高齢者がみずからの希望に応じて

地方に移り住み、地域社会において健康でアク

ティブな生活を送るとともに、医療・介護が必

要なときに継続的なケアを受けることができる

ような地域づくりを目指しているものであると。 

 本構想の意義としては、高齢者の希望の実現、

地方への人の流れの推進、東京圏の高齢化問題

の対応と３つの点が挙げられると。 

 高齢者の希望の実現ということで、最近の意

向調査によればということで、東京在住の地方

へ移住する予定または移住を検討したいと考え

ている人は、50代の男性は50.8％、女性34.2％、

60代では男性36.7％、女性28.3％に上っている

と。こうした高齢者においては、高齢期を第２

の人生と位置づけ、都会から地方へ移住し、こ

れまでと同様あるいはこれまで以上に健康でア

クティブな生活を送りたいという希望が強い。

また、地方は東京圏に比べて日常生活のコスト

が大幅に低いという点で住みやすい環境にある。

日本版ＣＣＲＣ構想は、こうした大都市の高齢

者の希望を実現する取り組みとして、大きな意

味を有しているとなっておりますし、地方への

人の流れの推進ということで、「近年、東京圏

への人口集中が進む中で、地方創生の観点から、

地方への新しい人の流れをつくることが重要な

課題となっており、高齢者の地方移住はこうし

た動きの一つとして期待されています。日本版


